
‘キ

c 

町
殺
り
な
り
。
=
一
四
町
制
り
に
し
て
右
の
方
に
掌
あ

り
。
夫
よ
り
少
し
殺
り
て
枇
布
に
あ
り
。
高
天
原
と

い
ふ
。
』
と
あ
る
が
、
今
川
り
目
白の
白
山
泌
記
に
は
、

『
主
=
一品
天
原
-有
昌
嗣
批
サ
』
と
あ
っ
て
、
詞
は
阪
に

存
在
し
な
い
。

タ
カ
マ
ツ

高
松

石
川
榔
宮
保
の
内
の
小
字。

h
F
カ
マ
ツ

一一
品
松
河
北
郡
金
津
肢
の
痕
北
部
に

在
る
海
岸
の
刑
罰
務
で
あ
る
。
こ
の
地
室
町
時
代
に
於

い
て
、
能
号
に
入
る
沿
道
の
竪
悶
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
之
を
誼
興
の
遡
凶
紙
記
に
、『同
じ
附
高
松
と
い

へ
る
開
聞
に
行
訴
て
、
煩
の
た
つ
を
な
が
め
や
り
て
、

す
む
人
の
た
の
む
木
阪
や
そ
れ
な
ら
ん
畑
に
〈
円
。
与

一
品
机
叫
の
甲
車
。
』
と
見
え
て
、
彼
が
こ
h
h

を
逝
過
し
て
ゐ

る
の
で
わ
か
る
。
税
政
時
代
で
も
依
然
木
街
滋
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
能
開R
名
跡
志
に
よ
っ
て
知
ら
九
一
、
今

の
綜
道
は
明
治
巾
の
間
務
で
あ
る
。
部
古
川
の
位
鐙
に

就
い
て
は
.
越
号
制
尚
三
州
芯
に
、
『
今
枝
直
方
一
宮
。
今

の
前
必
腕
は
中
古
と
別
所
な
れ
ど
も
、
判
人
其
こ
と

や
J
4知一
E

々
。
今
の
高
松
腺
は
三
度
目
の
側
地
也
。

天
正
後
得
一
出
っ
き
ょ
せ
、
末
森
攻
の
と
き
の
腕
に
て

は
阿
佐
な
ら
ず
。

山
手
へ
問
所
を
移
し
て
数
十
年
を

絞
る
に
、
文
海
部
っ
き
ょ
せ
、
抗
腕
も
悦
へ
銑
〈
、

川λ
山
際
へ
数
十
問
、
或
引
人
以
後
百
倣
附
も
'引
退
き
た

ろ
也
。』
と
あ
る
。

タ
カ

マ
ツ
ガ
章
一
一品
松
潟

河
北
郡
内
高
松
の
部

古
川
英
拍
方
の
低
地
は
、
比
較
的
近
代
に
於

νて
一
の

湖
泊
で
あ
り
、
そ
の
水
柿
山
の
闘
を
縦
て
字
，匁
に

黙
り
、
宇
野
口
掛
川
に
入
っ
た
。
三
州
紀
聞
に
、『
内
高

松
の
潟
に
飢
鮒
三
寸
よ
り
大
き
成
は
、
皆
片
自
に
て

有
し
也
。
』
と
あ
る
。

h
F
カ
マ
ツ
シ
ン

一一品
松

新

河

北
抑
制
金
納
肢
に
回

す
る
郎
古
川
。
明
治
中
に
至
。
長
柄
札
官
併
合
し
た
。

生
カ
マ
ユ
キ
ヒ
デ
一
品
問
行
秀

建
武
二
年
八
月

hm
ガ
ミ
ウ
ヂ
図
上
氏

口
地
論
U
H
h
千
二
年
六
月

刊
叫
機
政
削
酬
の
市
北
子
守
巡
っ
た
僚
に
、
木
位
の
従
加
川

上
兵
部
が
ゐ
り
、
叉
同
局
城
で
切
腹
し
た
も
の
L

巾

に
山
上
入
滋
が
あ
る
。

生
ガ
ξ
エ
キ
田
上
寝

加

犯

の
市
腕
。
共
部
省

式
に
加
賀
凶
凶
上
腕
川
内
抗
匹
と
見
オ
ろ
も
の
で
、
今

河
北
加
に
上
聞
上
・下

m上
が
存
す
る
が
、
川叫
の
地

は
瞬
絡
の
辺
ず
べ
き
所
で
は
な
い
。
読
し
今
の
山
上

は
凶
上
郷
の
本
郷
で
、
m
U
畷
の
所
は
向
遥
か
に
凶
北

に
あ
っ
た
こ
と
‘
品
川
は
れ
、
思
ら
〈
は
主

mの
附
近

に
笛
る
の
で
は
あ
る
ま

い
酌
。

ダ
ガ
Z
ゴ
ウ
田
上
郷

河

柏

山
の
古
郷
告
で
、

和
名
抄
に

『
加
賀
川
州
川
上
、
多
加
決
』
と
あ
ろ
。
後

品川
上
山
上
村
・下
山
上
村
が
あ
る
o

h
F
カ
ミ
チ

高
益

金
搾
の
抑
制
川
白
。
御
小
人
間

の
裂
で
、
御
小
人
下
川
訟
で
あ
る
と
い
ふ
。
浅
野
川

の
北
方
に
も
高
道
町
と

い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
昔
は
そ

の
附
近
卯
民
山
の
飽
な
る
旋
地
で
・
、
小
山
い
滋
院
で

あ
っ
た
か
ら
お
道
の
名
が
あ
る
と
泊
地
割
刊
に
い
う
て

ゐ
ろ
か
ら
、
こ
の
高
温
も
問
訟
の
お
都
で
あ
ら
う

名
越
時
品
川
越
中
に
於
い
て
兵
を
怒
げ
、
前
代
北
侠
氏

の
勢
力
候
復
や
味
り
、
凶
司
巾
院
従
前
は
之
と
干
支

を
交
へ
た
。
こ
の
際
九
月
大
和
の
制
大
出
聞
大
成
口
凶

行
秀
の
下
っ

て
定
清一
を
設
け
た
こ
と
は
、
珠
洲
郡
鵜

伺
の
妙
円
陣
寺
文
部
に
見
え
る
。
行
努
の
見
利
出
世
間
附

の
孫
に
玄
宗
一
が
あ
り
、
来
っ
て
妙
山
師
寺
凶
代
に
住
し

た
。
是
を
以
て
行
秀
の
郡
山
削
は
同
等
の
文
訟
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。

主
力
主

高

見

石

川
市
柏
安
川
の
内
の
小
字
。

主
ガ
Z

田
上

何
柏
市
金
浦
郷
に
印
刷
す
る
。
三

宮
古
閉
山
に
川
上
の
名
多
く
見
え
、
中
間
自
山
宮
の
耐

領
が
あ
っ
た
。
今
上
山
上
・
下
川
上
に
分
か
れ
て
ゐ

司

A
V
O

タ
カ

五
O
八

が
、
今
は
平
地
で
あ
る
。

主
力

Z
チ
マ
チ

高
道
町

金
搾
の
削
名
。
昔
は

卯
山岡
山
の
米
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
o

aカ
ミ
チ
ヤ
マ

高
遊
山

金
将
柏
木
山
の
沓
名

で
、
そ
の
飽
そ
自
治
則
と
い
ふ
か
ら
起
為。

h
F
カ
Z
ネ

高
峰

M
M

M

北
市
門
品
目
出
の
部
滞

双
方
に
在
ろ
山
。

実
力
、
ミ
ネ
ジ
ユ
ウ
ロ
ザ
エ
モ
ン

高
嶺
十
郎
左
衛

門

伊

除
問
保
侠
一
柳
直
興
が
金
持
に
促
流
せ
ら
れ

た
同
の
従
悶
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
直
興
の
別
間
後
、

元
総
」
l
ず
一
年
前
川
綱
紀
に
一
一
刊
行
中
一
以
て

品
開
せ
ら

れ
、
MM永
一
一年
に
鋭
。
一
ナ
M
m
m
々
務
に
仕

ヘヲ司令。

h
F
ガ

ミ

ホ

田

上

保

巾
版
以
M
m
m
従
徳
三
年
十

月肌川
H
の
艇
に
、司
加
州
川
上
保
、
去
永
平
出
血
・拝
領

大
炊
四
日
領
内
也
。
守
純
及
枇
抽
出
候
刷
、
内
々
被
欽
巾

之
問
、

一
的
日

川
日
被
召
，
M
燃
謝
辞
於
公
方
被
仰

付。
」
と
見
え
九
川
上
保
は
、
利
自
抄
所
総
加
担
初
出

上
郷
の
地
で
あ
ろ。

主
力
主
ヤ
生
ダ
カ
ツ
一
一品
{
冨
忠

一

泊
桝
長
左
衛

門
。
山
一一平の
凶
の
人
で
鉛
工
で
あ
っ
た
。
能
楽
郡
地

添
に
あ
る
地
縦
懲
に
は
、
治
工
全
域
住
一
一
品
川
{
呂
長
左
衛

門
忠
一

と
刻
し
て
あ
る。

虫
ガ
ミ
ヤ
ハ
テ
ジ
ユ
田
上
庭
白
樹

金
抑
仰
の
俳

人
。
一
辿
桝
九
之
帯
。
年
風
に

P
ん
で
、
椀
丸
舎
四
代

半
、府
し
た
。

hm
カ
ム
ラ
ヨ
リ
モ
ト

高
村
依
元
一
辿
栴
佐
沢
右

衛
門

・
駿
印
。
定
権
御
歩
小
聞
と
し
て
新
知
百
石
を

受
け
、
文
化
抗
年
初

thmと
な
り
、
文
政
巾
抗
十
石

を
加
へ
、
天
保
J
l

一
年
八
十
九
段
で
夜
。

子
認
組
織

い
で
慌
に
仕
へ
る
。

タ
カ
メ
ン
シ
ナ
ジ
ナ
チ
ョ
ウ

高
売
品
々
帳

加

自
給
で
は
江
文
十

一
日
ヰ
初
め
て
各
村
竹
川
町
出
及
び
百
姓

削
人
所
有
の
一
品
札
管
制
録
し
た
締
加
を
作
ら
せ
、
村
百

主
力
モ

高一毛

出
品
川
附
長
加
の
内
の
小
ザ
。

主
力
モ
ノ
ナ
リ
チ
ョ
ウ

高
物
成
娯

l
ク
ミ
〆

カ
チ
ョ
ウ
組
話
帳
。

h
F
カ
モ
ノ
ワ
h
F
シ

高
茂
の
渡

瓜
れ
岡
部
H
M
捌
よ

り
‘
三
ケ
口
融
戸
を
総
て
、
同
州
州
能
管
局
の
泌
に
煎

る
聞
の
波
山
刊
宇
一
い
ふ
。

一品
茂
は
お
宅
と
も
怨
〈。

タ
カ
モ
ヤ
マ

一品笈
山

腿
・
片
側
小
牧
か
ら
中
町

に
拙
唱
え
る
二
粁
請
の
峠
そ
い
ふ
。

タ
カ
ヤ

{
口
問
屋
珠
洲
郁
簡
保
郷
に
回
す
ろ

mwm。

滋
久
=
一
年
注
池
の
能
殺
凶
山
政
日
銀
に
、『
高
峰
洲
、

二
町
四
反
九
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
o
E
此
三
年

の
お
辻
般
に
も
高
田
町
村
と
m
U
上
げ
た
が
、
村
御
印
彼

換
の
昨
村
方
か
ら
の
小
出
に
よ
0
筒
井
村
と
政
め
、

見
文
四
年
の
一一
品
辻
帳
に
ま
た
復
一
似
し
た
o
能
告
白
跡

志
に
、『一
品
屋
。

大
谷
よ
り

一
県
ご
十
町
俄
あ
り
。
家

数
百
刺
市
O

此
の
村
は
船
の回目
b
澗
亦
あ
り
て
、
関

門企
T
M
W
も
あ
り
、
繁
昌
也

0
2巾
は
破
防
奉
行
稲
田
あ

り
。
袖
川
氏
山
遡
役
あ
り
。
共
外
航
持
間
帯
あ
っ
て
、

よ
き
百
姓
あ
り
。
巾
に
も
刀
耐
と

い
」
省
、
古
き
百

姓
に
て
、
昔
よ
り
石
助
山
に
陶
級
あ
り
て
、
議
議
大

仰
の
衣
と
て
山
間
へ
り
。
』
叉
『
磁
に
紛
と
て

小
山
あ

り
。
此
山
の
肢
に
附
怒
り
、
則
ち
U
A
腰
に
在
り
。
百

姓
を
掛
と
い
う
て
、
船
宿
す
る
也
。
』
と
認
す
る
。

姓
の
持
高
に
異
動
が
あ
れ
ば
之
に
加
鍍

L
て
む
き
、

共
の
村
高
の
持
主
と
斜
隠
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
帳
簿
札町
高
弘
昂
々
艇
と
訴
し
、
叉
別
に
品
々
桜
と

も
、
百
姓
品
々
帳
と
も
い
う
た
。
元
厳
六
年
切
一
一品
世
-

t
川
す
法
が
定
ま
っ
て
か
ら
、
ロ
刷
会
服
は
一
応
必
裂
と

な
り
、
前
後
加
除
前
市
町
す
の
附
紙
が
多
く
な
っ
た
の

で
、
見
延
=一
年
之
が
mu換
を
さ
せ
た
こ
と
が
あ
み
。

斯
く
て
燦
務
の
時
に
京
る
ま
で
、
高
の
移
動
付
事
ら

こ
の
帳
加
に
よ
っ
て
ね
明
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

3
・-
0

3
0
ナ
'


